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◆一般質問（要旨）……２～４面
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◆議案の審議結果……………７面
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令和４年度各会計予算を可決令和４年度各会計予算を可決令和４年
第１回定例会
３月１日～３月29日

Facebook

Twitter

ロシア連邦によるウクライナ侵攻に対して抗議する決議を可決ロシア連邦によるウクライナ侵攻に対して抗議する決議を可決

２月 24 日、ロシア連邦はウクライナへの軍事侵攻を始め、今もなお継続している。
このことは、ウクライナ国民の自由、生命、財産を奪い、国際社会では断じて

許されない行為であり、我が国を含む世界の平和と秩序を脅かすもので、明らか
に国連憲章に違反する行為として断じて容認できない。
福生市議会は、ロシア連邦によるウクライナへの攻撃や主権侵害に抗議すると

ともに、世界の恒久平和の実現に向け、ロシア軍の即時、完全かつ無条件の撤退
及び国際法に基づく誠意ある対応を強く求める。
以上、決議する。
　令和４年３月４日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福�生�市�議�会

委員会提出議案第１号
ロシア連邦によるウクライナ侵攻に対して抗議する決議

▲市役所庁舎前の桜「ファーストレディ」
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「ふっさっ子スタンダード」について

「福生市立学校の体力向上策改定版」について

学童クラブとふっさっ子の広場の一体型事業について

障がい者・障がい児の外出支援について

就学前の障害児及び特性のある子どもへの対応等について

▲改定された「ふっさっ子スタンダード」

▲学童クラブとふっさっ子の広場の合同イベントの様子

　質問　改定された「ふっさっ子ス
タンダード」が４月から配布される。
その改定作業や改定のポイント、各
学校での活用について伺う。
　教育長　平成27年の「ふっさっ子
スタンダード」策定後の学び方や生
活の変容を踏まえ、修正点や追記し
たい内容を子どもたちや教職員、Ｐ

　質問　改定の経緯やポイント、ま
た各学校はどのように子どもたちの
体力を向上させるのかを伺う。
　教育長　策定から５年が経過し、
新型コロナウイルス感染症の影響に
よる環境の変化や学習指導要領の改
定を受け、その趣旨を踏まえた取り
組みの推進や、ｉＰａｄの効果的な

　質問　国連の子どもの権利条約の
理念である「子どもの最善の利益」を
いかに実現するかが求められる。こ
れまでも放課後の居場所に子どもの
権利の視点はあるか確認してきたが、
福生第七小学校で試行実施中のこの
モデル事業をどう評価するのか伺う。
　市長　この事業は全ての児童に安

　質問　視覚障害者への同行援護サ
ービスの基準設定は、市町村の裁量
に委ねられているが、本市では利用
時間の制約がある。基準時間で一律
にくくるのではなく、個々人に合わ
せフレキシブルに対応することが重
要と考えるが、所見を伺う。
　市長　単独で外出困難な障害者の

　質問　近年、幼児教育・保育の現
場では、障害児や特性のある子ども
たちの増加が大きな課題となってい
る。市の対応と解決への所見を伺う。
　市長　市では、保護者の個別相談
対応や保育現場への巡回相談対応、
通所サービスや保育士の人材募集の
支援等を実施してきたが、急激な増

ＴＡ等に伺った。小・中学校共通の
改定ポイントは、①主体性の育成を
重視したこと②自己調整力の育成を
重視し、子どもが自分で目標を決め
る内容にしたこと③情報活用能力の
育成を重視し、ｉＰａｄ活用の項目
を新設したこと④コロナ禍での新し
い生活様式の視点を付加したことの

活用を図ること等をポイントに改定
を進めた。令和４年度以降は本計画
を活用し、子どもたちの体力向上に
全力で取り組む。
学校における新型コロナウイルス感
染症対策の現状について
　質問　市内の各小・中学校におけ
る感染症対策の取り組みを伺う。

全・安心な居場所を確保し、児童が
一緒に時間や体験を共有して健全な
育成を図ることを目的としている。
合同で開催したイベントも大変好評
であった。また、柔軟な職員配置が
可能となり、学校側との連携もより
円滑になったと考えている。
今後の取組について

移動支援は、障害者の社会参加を促
進する上で大切な支援と考える。各
市町村はあらかじめ支給決定基準を
定めることとされており、本市も国
庫負担基準や毎年の給付状況を踏ま
え、３年に一度基準を設定している。
目安としての基準はあるが、個々の
障害状況や生活環境、本人の意向を

加に対処できなくなっている。財政
的及び人的な支援、療育へつなげる
仕組みづくりなどが急務で、市の方
針を早急に固め対応したい。
住居表示の整備等について
　質問　福生駅西口の再開発などで
まちが変わる中、誰もが分かりやす
く訪れやすい街にするため、住居表

４点。また「幼稚園・保育園生家庭
生活10ケ条」では、園長会からの意
見を受け、保護者自身が取り組みた
いと思える内容や表現へ10ケ条中９
ケ条を改めた。移行の際は、これま
でのスタンダードを身につけた子ど
もたちに配慮し、改定内容を丁寧に
説明するよう、各学校に助言する。

　教育長　市教育委員会のガイドラ
インに基づき、児童・生徒には３密
回避、正しい手洗い、体調が悪いと
きは無理に登校しないよう指導。授
業時には指導形態の工夫や定期的な
換気、給食時には黙食を徹底してい
る。保護者等への学びの状況の公開
は、オンラインを活用し実施する。

　質問　事業の今後の展開を伺う。
　市長　令和４年度からは第三、第
六小学校にも拡大する。家庭学習の
補完等、新しい取り組みも含め、合
同イベントをより充実させるととも
に、令和９年度を目途に市内全小学
校に一体型事業を展開し、福生の子
どもたちの健全な育成を図りたい。

詳しく伺い、適正な支援の範囲で公
平なサービスの提供に努める必要が
ある。そのためには、自立につなが
るサービスの提供をしつつも、一定
のルールは必要と考える。引き続き、
必要な方にサービスを適切にご利用
いただけるよう努めたい。

示の整備の検討も必要ではないか。
　市長　本市はこれまで住居表示に
関する法律に基づく住居表示は行っ
ていない。実施した場合、慣れ親し
んだ地域の名称変更、住民票、戸籍
や資産関係で住居表示番号と地番の
２つを持つことによりご不便をおか
けするため、実施は難しいと考える。

今定例会では、14名の議員が市政全般にわたり一般質問を行いました。要旨は１～２問とし掲載しました。
会議録は５月下旬頃に市役所情報コーナー及び図書館に配置します。
また、福生市ホームページにも掲載しますので、ぜひご覧ください。
一般質問通告一覧は、福生市議会ホームページに掲載しています。
※録画映像を議員名左横のQRコードよりご覧いただけます。

一 般 質 問（ 要 旨 ）「市政のここを問う」

▶︎福生市議会HP
（通告一覧へリンクします）

正和会
山崎 貴裕 議員

正和会
幡垣 正生 議員

生活者ネットワーク
三原 智子 議員

公明党
五十嵐 みさ 議員

正和会
佐藤 弘治 議員
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歩道のバリアフリーについて

多子世帯に向けた施策について

18歳成年年齢引下げに伴う取組について

高校３年生までの医療費助成について

福祉行政について

▲すでにバリアフリー化されている市内の道路

▲歩道に設置されているガードポール

▲フレイル予防のための「ふくふく福生体操」

　質問　第４期福生市バリアフリー
推進計画における道路分野について、
計画を通して市のバリアフリーへの
考え方を伺う。
　市長　計画の基本理念では「市民
が互いに尊重し、ルールやマナーを
守りながら、自由に行動し、かつ、
活動できるまち」と掲げており、誰

　質問　本市は「子育てしやすい街
ランキング」で上位に入るが、子ど
もがたくさんいる家庭では普段から
子育てにお金がかかり、コロナ禍が
追い打ちをかけ苦しい経済状況にあ
る。多子世帯への施策を伺う。
　市長　経済的な支援は、国や自治
体が子どもの数に応じ多角的に取り

　質問　成年年齢の引下げで、若年
者の消費者被害が拡大する危険があ
る。トラブル防止の取り組みを伺う。
　市長　市では東京都の交付金を活
用し、消費者被害を疑似体験できる
ＶＲ動画「消費者トラブルにＳＴＯ
Ｐ」を作成。若者が陥りやすい事例
の紹介や消費者相談室を案内し、啓

　質問　東京都は2023年度の開始を
目指し、医療費助成の対象を高校３
年生まで拡充する方針を発表したが、
本市の所見を伺う。
　市長　都ホームページや報道等か
ら都は実施するとの認識であるが、
正式な通知が来ておらず、市として
の判断は今後になる。子育て世帯に

　質問　コロナ禍における高齢者の
フレイル対策等について伺う。
　市長　感染症が流行し始めた令和
元年度後半から２年度の前半は、介
護予防教室が全て中止となり、自粛
期間の長期化で認知機能やフレイル
への相談が増加した。そのため、自
宅でフレイル予防に取り組めるよう、

もが利用しやすく、市内のどこへで
も自由に移動できるような道路づく
りを進めるとしている。その主要施
策として、歩行者、車椅子利用者の
視点に立った道路づくりを掲げ、歩
道確保が可能な道路は東京都福祉の
まちづくり条例の整備基準に基づき、
高齢者や障害者の方が支障なく利用

組んでおり、児童手当やひとり親家
庭等への児童扶養手当、都の児童育
成手当も多子世帯へ加算が図られて
いる。保育料や学童クラブ育成料に
も多子世帯の減免措置がある。また、
保育所等に入所希望の際にも、兄弟
がいる場合や多胎児については、優
先利用できるよう、市として独自に

発を図っている。
交通安全対策について
　質問　市内の市道等の白線には、
消えかけのものや消えたものがある。
また、ガードポールやガードレール
等も積極的に設置してほしいが、設
置及び管理状況、今後の計画を伺う。
　市長　市内の生活道路等の白線は、

は大変重要な支援で、都の財政的支
援が決定した際は積極的に取り組む。
高齢者等の移動支援について
　質問　現在、高齢者の新型コロナ
ワクチン集団接種会場へのタクシー
利用助成事業を実施しているが、そ
の実施状況や分析を伺う。
　市長　65歳以上の高齢者を対象に、

介護予防ＤＶＤの配布、ふくふく福
生体操のテレビ放映などを実施。令
和２年の秋頃からは、感染対策を徹
底して予防教室も再開した。また、予
防の鍵となる外出や交流の機会とし
て、地域の集いや介護予防リーダー
による公園体操なども実施している。
　質問　フレイルや認知症予防とし

できる歩道とし、また段差がある場
合でも可能な限り平たんに、全ての
歩行者が安心して利用できる歩道に
している。用地等の制約で歩道の設
置が難しい生活道路などは、歩車共
存道路として車両のスピード抑制や
歩行者通行空間の明示など、歩行者
を優先した道路整備を推進している。

対策している。市では、新型コロナ
ウイルス感染拡大に伴う子育て世帯
等臨時特別支援事業において、いち
早く１人当たり10万円の現金給付を
決定するなど、お子様の数に応じ支
援ができたと考える。今後も「子育
てするならふっさ」のスローガンの
もと、多子世帯の支援を推進したい。

令和３年度に約６キロメートルを塗
り替え、毎年予算の範囲で計画的に
維持管理している。ガードポール等
は、ドライバーに対して歩行者への
注意を促す効果もあると考える。通
学路点検の要望も参考にしながら、
必要に応じて設置するなど、引き続
き歩行者等の安全対策に努めたい。

令和３年５月から開始し、片道を１
件として１月末現在4166件、463万
7900円を助成している。福祉バスの
運行がない時間帯や日曜日が接種日
の方、接種予約時間と運行時間が合
わない方、外出が困難な方や他者と
の接触を極力避けたい方などが利用
されたと考えている。

ての高齢者へのパソコン、スマート
フォン等の研修について伺う。
　福祉保健部長　令和３年11月には
都の事業を利用した高齢者スマホ教
室を４回実施したほか、公民館事業
や地域包括支援センター熊川でも講
座を実施している。今後も、デジタ
ルデバイド対策を推進していく。

子育て支援カード事業について

▲ふっさ子育てまるとくカード

　質問　子育て家庭の経済的支援と
市内小売業等の活性化の目的で「ふ
っさ子育てまるとくカード」が発行
されているが、目的達成には新たな
展開が必要。子育て世代ではインタ
ーネットやスマートフォンの活用が
進んでおり、ＳＮＳで事業者等の情
報を発信してもらうことで宣伝効果

が期待できる。カードの電子化や対
象年齢の拡充、多子・多胎世帯への
サービスの上乗せ、ＳＮＳ活用の見
直し等により、利用者の利便性向上
や協賛事業者の増加、地域活性化に
つながると考えるが、所見を伺う。
　市長　事業開始から10年以上が経
過し、この間スマートフォンやＳＮ

Ｓの普及などの社会環境の変化があ
り、ご利用いただいている子育て世
代が、20代から40代が中心であるこ
とを考えると、カードの電子化やＳ
ＮＳの活用は大変有効な手段と考え
る。また、協賛店がわずかに減少傾
向にあることから、今後、時代背景
に合わせた事業展開を模索していく。

公明党
青木 健 議員

公明党
堀 雄一朗 議員

正和会
小林 貢 議員

正和会
串田 金八 議員

立憲民主党
市川 佳樹 議員

正和会
小澤 芳輝 議員
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福生市施設保全・改修計画の疑問点について

ＣＶ－22オスプレイについて

コロナ禍における消防団員の訓練について

▲ＣＶ−22オスプレイ

▲消防団員の訓練の様子

　質問　少人数学級を推進する上で
可能な限り学校数は維持すべきと考
えるが、福生市施設保全・改修計画
ではそのことに触れられておらず、
計画の中で「学校規模及び配置の適
正な数について早急に決定する必要
がある」としたのはなぜか。
　市長　施設保全・改修計画は、個

　質問　平成30年10月配備以降のＣ
Ｖ−22オスプレイに関する要請等の
回数を伺う。
　市長　毎年度実施の総合要請が４
回、訓練実施に対する要請が６回、
部品遺失や予防着陸等に対する要請
を５回行った。そのほか、令和元年
９月に目視による離着陸回数の情報

　質問　コロナ禍で消防団員の訓練
はどのように行われているかを伺う。
　市長　災害時以外の出動の一時停
止や訓練時間の短縮を行いながら、
消防団員としての基本的な知識を身
につける訓練を行っている。まん延
防止等重点措置適用期間においては、
各分団とも図上訓練や東京消防庁の

別施設計画と相互に補完し合う計画
とすることから、同じ考え方で作成
した。
　質問　少人数学級は一人一人の違
いや個性が生きる学級集団、真の切
磋琢磨を可能にし、教員の長時間労
働を解決する方策だと確信している。
学校を統廃合した後、国や都が少人

提供の中止に対する要請を、令和３
年７月に６機目の配備に係る要請を
それぞれ１回実施し、これまでに計
17回の要請を行っている。
福生市の障害者・障害児の施策につ
いて
　質問　本市における障害者・障害
児の施策について、その方針や基本

ｅラーニングの受講、出動マニュア
ル作成など、工夫により災害発生時
の出動に支障がないよう努めている。
ヤングケアラーについて
　質問　障害や病気を持つ家族の世
話や家事を日常的に行う18歳未満の
子ども「ヤングケアラー」の支援策や
社会的認知度の向上について伺う。

数学級をさらに前進させる方針を示
した場合の対応はどうするのか。
　教育部参事　義務標準法が改正さ
れ、学級編制を40人から35人に引き
下げるのに約40年を要した。今後変
更された場合は、法に基づき必要な
環境整備を行うなど、適切な対応が
なされるものと認識している。

的な考え方を伺う。
　市長　本市では「安心・健やかに
暮らせる人にやさしいノーマライゼ
ーション社会の実現」という基本理
念の下、必要な支援を行い、現状の
課題を分析し効果的な施策の充実に
努め、全ての障害者の方が安心して
暮らせるまちづくりを目指している。

　市長　理解を深める取り組みとし
て、令和３年の夏季休業前には児童・
生徒へチラシを配布した。また、周
囲の大人がどのような環境を作るか
も課題。今後は、講演会や研修会な
どを開催し、周知を図る。児童・生
徒が該当すると思われる場合は、関
係機関と連携を図り支援を行う。

日本共産党
市毛 雅大 議員

日本共産党
池田 公三 議員

公明党
原田 剛 議員

●
令
和
４
年
度
福
生
市
一
般

会
計
予
算
に
対
す
る
討
論

■
反
対

行
財
政
運
営
に
つ
い
て
、
お

金
を
貯
め
こ
む
だ
け
で
は
な
く
、

積
極
的
な
行
財
政
運
営
に
転

換
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
公
共

施
設
削
減
に
つ
い
て
、
本
予
算

案
は
公
共
施
設
の
20
％
削
減

の
立
場
に
固
執
し
て
い
る
こ
と
、

横
田
基
地
に
つ
い
て
、
自
治
体

の
長
と
し
て
基
地
返
還
を
求

め
る
立
場
を
鮮
明
に
打
ち
出

す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
会
計
年

度
任
用
職
員
に
つ
い
て
、
中
央

図
書
館
の
工
事
・
休
館
に
伴
い
、

会
計
年
度
任
用
職
員
14
人
を

雇
い
止
め
と
し
た
こ
と
、
学
校

教
育
に
つ
い
て
、
現
在
の
小
学

校
７
校
を
４
校
に
削
減
す
る

計
画
が
進
ん
で
お
り
、
今
後
、

少
人
数
学
級
の
推
進
が
で
き

な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
本
予
算

に
反
対
す
る
。

■
賛
成

本
予
算
は
、
財
源
確
保
に

努
力
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
持
続
可
能
な
市
政
運
営

の
た
め
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

予
算
で
あ
り
、
新
規
事
業
及

び
改
善
事
業
の
精
査
と
と
も

に
既
存
事
業
の
見
直
し
や
経

費
削
減
な
ど
も
随
所
に
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。

歳
出
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
、

福
生
駅
西
口
地
区
市
街
地
再

開
発
事
業
、
東
福
生
駅
自
由

通
路
整
備
事
業
が
あ
り
、
教

育
行
政
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
事

業
、
東
京
都
モ
デ
ル
地
区
と
し

て
幼
保
小
中
の
円
滑
な
接
続

及
び
連
携
、
英
語
教
育
の
推

進
、
小
中
一
貫
校
の
検
討
が
行

わ
れ
、
よ
り
良
い
学
校
教
育
の

実
現
を
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

本
予
算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

本
予
算
は
、
公
共
施
設
の

老
朽
化
対
策
と
し
て
、
施
設

保
全
・
改
修
計
画
で
財
政
計

画
を
明
確
に
し
、
事
後
保
全

か
ら
予
防
保
全
へ
の
転
換
姿

勢
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
社
会
の
進
展
を
見
据
え

た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
設
置
、
環

境
負
荷
を
低
減
す
る
公
用
車

へ
の
買
い
換
え
、サ
イ
ク
ル
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
事
業
の
推
進
、
市

税
等
の
納
付
方
法
に
お
け
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
、

東
福
生
駅
自
由
通
路
へ
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
、
令
和
に
お
け

る
福
生
市
立
学
校
の
在
り
方

検
討
委
員
会
の
設
置
な
ど
に

よ
り
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
へ
向
け
た
積
極
的
な
取

り
組
み
姿
勢
を
高
く
評
価
す

る
こ
と
か
ら
、
本
予
算
に
賛
成

す
る
。

■
賛
成

本
予
算
は
、
事
業
の
必
要

性
や
有
効
性
に
つ
い
て
各
課
分

析
を
行
い
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ

大
き
な
影
響
の
な
い
形
で
、
事

業
の
見
直
し
が
さ
れ
て
い
る
。

福
生
駅
西
口
地
区
再
開
発

を
含
め
た
公
共
施
設
に
関
連

し
た
取
り
組
み
に
対
応
す
る

た
め
の
「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
課
」
の
設
置
、
自
然
環
境

の
保
全
等
と
ま
ち
づ
く
り
を
一

体
的
に
取
り
組
む
「
環
境
政

策
課
」
の
設
置
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
に
よ
る
検
討
推
進
体
制
に

期
待
す
る
。

教
育
行
政
で
は
、
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現

の
た
め
に
大
切
な
「
積
極
的
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
力
」

を
子
ど
も
た
ち
が
得
る
た
め
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
本

予
算
に
賛
成
す
る
。

　

そ
の
ほ
か
次
の
議
案
等
に

対
し
て
も
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

●
令
和
４
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算

●
令
和
４
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

●
消
費
税
・
適
格
請
求
書
等

保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
）の
導
入
中
止
を
働
き
か

け
る
国
へ
の
意
見
書
提
出
を

求
め
る
陳
情
書

●
福
生
市
立
図
書
館
に
関
す

る
陳
情
書

討　
論

討　
論

陳
　
情

陳
　
情

　

結
論
の
付
い
た
陳
情
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◆
不
採
択

○
条
例
制
定
義
務
の
課
題
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
求
め

る
陳
情
書
（
４
‐
１
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

法
令
に
も
条
例
に
も
定
め

が
な
け
れ
ば
義
務
を
課
す
こ

と
は
な
く
、
ま
た
条
文
の
解

釈
方
法
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

憲
法
を
引
用
し
て
論
を
立
て

る
こ
と
に
つ
い
て
も
適
当
で
は

な
い
た
め
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
福
生
市
の
条
例
・
規
則
で

議
員
及
び
首
長
が
請
願
法
の

官
公
署
で
あ
る
こ
と
を
規
定

す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書

（
４
‐
２
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

市
長
及
び
議
員
は
、
代
表

者
の
立
場
で
あ
っ
て
も
官
公

署
と
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
ま
た
条
文
の
解
釈
方
法

と
大
韓
民
国
憲
法
を
引
用
し

て
論
を
立
て
る
こ
と
に
つ
い
て

も
適
当
で
は
な
い
た
め
、
意

に
沿
い
難
い
。

○
「
福
生
市
憲
法
条
例
」
の

制
定
を
求
め
る
陳
情
書
（
４

‐
３
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
条
例
は
議
会
制
民
主
主
義

に
お
け
る
適
正
な
手
続
を
経

て
制
定
さ
れ
機
能
し
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
ま
た
条
文
の

解
釈
方
法
と
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
憲
法
を
引
用
し
て
論
を
立

て
る
こ
と
に
つ
い
て
も
適
当
で

は
な
い
た
め
、意
に
沿
い
難
い
。

○
福
生
市
議
会
会
議
規
則
に

「
議
長
が
紹
介
議
員
を
任
命

す
る
」
を
加
え
る
改
正
を
求

め
る
陳
情
書
（
４
‐
４
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
こ
の
紹
介
議
員
は
、
地
方

自
治
法
第
１
２
４
条
に
よ
り

議
員
に
紹
介
議
員
の
権
限
が

規
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
こ

の
紹
介
は
請
願
の
趣
旨
に
賛

同
す
る
者
に
限
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
消
費
税
・
適
格
請
求
書
等

保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
）
の
導
入
中
止
を
働
き
か

け
る
国
へ
の
意
見
書
提
出
を

求
め
る
陳
情
書
（
４
‐
５
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
複
数

税
率
の
下
で
も
適
正
な
課
税

を
確
保
す
る
た
め
、
売
手
が

買
手
に
対
し
正
確
な
適
用
税

率
、
税
額
を
伝
え
る
仕
組
み

と
し
て
導
入
す
る
も
の
で
あ

り
、
個
人
事
業
者
に
負
担
を

強
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
事

業
実
態
に
合
わ
せ
た
制
度
で

あ
る
た
め
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
福
生
市
立
図
書
館
に
関
す

る
陳
情
書
（
４
‐
６
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
会
計
年
度
任
用
の
職
と
は
、

１
会
計
年
度
ご
と
に
そ
の
職

の
必
要
性
が
吟
味
さ
れ
る
新

た
に
設
置
さ
れ
た
職
と
位
置

付
け
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
14
名
の
会
計
年

度
任
用
職
員
の
意
思
等
も
不

明
確
な
こ
と
か
ら
、
意
に
沿

い
難
い
。
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令
和
４
年
度
予
算
の
概
要

一
般
会
計
予
算
の
審
査
か
ら

一
般
会
計
予
算
を
４
日
間
集
中
審
査

　
地
方
公
会
計
制
度
に
基
づ
き
、
事
業
の
内
容
や
財
源
を
盛
り

込
ん
だ
実
施
計
画
書
等
に
よ
り
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

を
審
査
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
一
般
会
計
予
算
２
６
１
億
８
千
万

円
を
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
４
日
間
に
わ
た
り
慎
重
に
審

査
し
ま
し
た
。

　
審
査
中
に
予
算
の
組
み
替
え
動
議
が
委
員
よ
り
提
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
予
算
１
２
９
億
１
６
８
０
万
円
が
提
出
さ

れ
、
市
民
厚
生
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

　
地
方
公
営
企
業
法
の
財
務
適
用
に
よ
る
企
業
会
計
方
式
の
下

水
道
事
業
会
計
予
算
は
、
建
設
環
境
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

　
通
算
６
日
間
に
わ
た
る
審
査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

期
の
定
住
化
対
策
に
係
る
住

宅
環
境
の
分
析
に
お
い
て
１

住
宅
当
た
り
の
延
べ
面
積
等

を
、
ま
た
福
生
市
空
家
等
対

策
計
画
で
は
、
空
き
家
等
の

現
状
分
析
に
お
い
て
住
宅
総

数
と
居
住
状
況
、
空
き
家
率

の
他
市
比
較
を
参
照
す
る
な

ど
、
総
務
省
が
公
表
し
て
い

る
統
計
結
果
が
各
計
画
に
お

け
る
現
状
把
握
や
目
標
の
設

定
、
推
進
等
の
基
礎
資
料
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

問　
固
定
資
産
税
の
課
税
事

務
に
用
い
る
地
図
情
報
管
理

シ
ス
テ
ム
の
詳
細
を
伺
う
。

答　
課
税
事
務
上
、
必
要
な

現
況
図
な
ど
様
々
な
デ
ー
タ

を
シ
ス
テ
ム
に
載
せ
、
統
合

的
に
管
理
す
る
こ
と
で
固
定

資
産
税
事
務
を
よ
り
効
率
的

に
行
う
。
導
入
の
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
は
土
地
の
画
地
計
測

で
、
年
間
約
５
０
０
件
の
作

業
が
あ
り
、
１
件
に
つ
き
30

分
か
ら
60
分
か
か
る
も
の
が

５
分
か
ら
10
分
程
度
で
で
き

る
よ
う
に
な
る
た
め
、
作
業

時
間
の
大
幅
な
縮
減
が
図
れ

る
。

問　
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ

リ
の
防
除
予
算
１
５
５
万
円

の
詳
細
を
伺
う
。

答　
国
立
研
究
開
発
法
人
森

林
研
究
・
整
備
機
構
森
林
総

合
研
究
所
と
の
覚
書
に
よ
り

防
除
を
実
施
し
て
い
た
が
、

令
和
４
年
度
か
ら
は
薬
剤
等

問　
予
算
の
特
徴
を
伺
う
。

答　
前
年
度
比
13
億
７
千
万

円
、
５
・
５
％
増
の
２
６
１

億
８
千
万
円
で
過
去
最
大
。

コ
ロ
ナ
禍
で
市
税
等
減
収
が

続
く
と
見
込
ま
れ
、
新
規
・

改
善
事
業
の
精
査
や
既
存
事

業
の
見
直
し
、
経
常
経
費
削

減
に
取
り
組
む
一
方
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
の
推
進
や
認

定
こ
ど
も
園
建
設
費
補
助
金
、

中
央
図
書
館
改
良
事
業
な
ど

の
大
規
模
建
設
事
業
等
の
財

政
需
要
を
盛
り
込
ん
だ
。
臨

時
財
政
対
策
債
を
３
億
円
借

り
入
れ
る
が
、
財
政
調
整
基

金
の
繰
入
れ
は
ゼ
ロ
と
し
た
。

問　
シ
ス
テ
ム
の
効
果
等
を

の
費
用
を
新
た
に
市
で
予
算

化
し
、
薬
剤
散
布
や
ネ
ッ
ト

巻
き
な
ど
を
拡
充
さ
せ
、
市

単
体
で
も
防
除
が
行
え
る
よ

う
取
り
組
む
。
覚
書
は
終
了

す
る
が
、
引
き
続
き
技
術
的

助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

被
害
状
況
に
応
じ
同
規
模
の

防
除
を
令
和
６
年
度
末
ま
で

継
続
し
、
完
遂
を
目
指
す
。

問　
委
託
内
容
や
委
託
先
、

対
象
者
な
ど
詳
細
を
伺
う
。

答　
社
会
福
祉
法
人
ま
た
は

医
療
法
人
に
委
託
す
る
。
市

内
に
高
齢
者
見
守
り
相
談
窓

口
を
１
か
所
設
置
し
、
見
守

り
相
談
員
を
２
名
配
置
す
る

も
の
で
、
10
月
開
始
予
定
。

相
談
員
は
介
護
福
祉
士
等
の

経
験
者
を
想
定
、
独
居
高
齢

者
や
高
齢
者
の
み
で
構
成
す

る
世
帯
及
び
日
中
独
居
の
高

齢
者
を
中
心
に
訪
問
し
、
安

否
確
認
及
び
見
守
り
を
行
う
。

訪
問
対
象
は
約
５
千
世
帯
で
、

ま
ず
は
80
歳
以
上
の
世
帯
と

心
配
情
報
が
あ
っ
た
世
帯
を

優
先
的
に
訪
問
す
る
。

問　
平
成
25
年
６
月
か
ら
積

極
的
勧
奨
を
中
止
し
て
い
た

接
種
に
つ
い
て
、
令
和
４
年

４
月
か
ら
他
の
定
期
接
種
と

同
様
に
個
別
勧
奨
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、取
り
組
み
を
伺
う
。

答　
標
準
的
な
接
種
期
間
に

当
た
る
中
学
１
年
生
相
当
の

女
子
及
び
保
護
者
に
加
え
、

こ
れ
ま
で
個
別
勧
奨
を
受
け

て
い
な
い
定
期
接
種
の
対
象

者
で
、
令
和
４
年
度
末
に
接

種
期
限
を
超
え
る
高
校
１
年

生
相
当
の
女
子
及
び
保
護
者

宛
て
に
接
種
を
検
討
、
判
断

で
き
る
よ
う
、
ワ
ク
チ
ン
の

有
効
性
、
安
全
性
に
つ
い
て

丁
寧
に
情
報
提
供
を
す
る
。

問　
同
校
で
学
童
の
設
置
に

至
っ
た
経
緯
を
伺
う
。

答　
同
校
は
学
童
ク
ラ
ブ
が

な
く
、
武
蔵
野
台
児
童
館
に

併
設
す
る
武
蔵
野
台
ク
ラ
ブ

に
通
所
し
て
い
る
が
、
通
所

に
時
間
が
か
か
る
ほ
か
、
交

通
安
全
上
の
問
題
も
あ
り
、

以
前
よ
り
保
護
者
な
ど
か
ら

強
く
要
望
が
あ
っ
た
。
他
方
、

子
ど
も
育
成
課
で
は
学
童
ク

ラ
ブ
と
ふ
っ
さ
っ
子
の
広
場

の
一
体
型
事
業
を
推
進
し
て

お
り
、
こ
の
流
れ
の
中
で
教

育
委
員
会
や
学
校
の
協
力
に

よ
り
、
新
校
舎
の
２
階
に
学

童
ク
ラ
ブ
の
設
置
を
決
定
し

た
。

問　
基
本
設
計
委
託
料
と
し

て
４
１
８
３
万
３
千
円
を
計

上
し
て
い
る
が
、
Ｊ
Ｒ
の
負

担
分
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、

基
本
設
計
検
証
業
務
と
は
何

を
検
証
す
る
の
か
。

答　
基
本
設
計
委
託
料
は
、

総
額
４
８
５
０
万
円
の
う
ち

市
の
負
担
分
を
計
上
し
て
お

り
、
Ｊ
Ｒ
は
差
額
の
６
６
６

万
７
千
円
を
負
担
す
る
予
定
。

検
証
業
務
は
、
Ｊ
Ｒ
が
実
施

す
る
基
本
設
計
業
務
に
つ
い

て
調
査
設
計
の
内
容
確
認
、

基
本
設
計
の
内
容
検
証
、
費

用
負
担
の
妥
当
性
の
検
証
等

を
行
う
も
の
。

問　
事
業
の
詳
細
を
伺
う
。

答　
文
化
の
森
の
象
徴
で
あ

る
外
観
は
そ
の
ま
ま
に
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
新
設
、
車
い

す
を
利
用
さ
れ
る
方
な
ど
の

た
め
の
ト
イ
レ
の
改
修
、
ス

ロ
ー
プ
の
設
置
な
ど
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
、
個
別
空
調
化

や
照
明
機
器
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
、
躯
体

の
長
寿
命
化
及
び
個
別
空
調

化
で
不
要
に
な
っ
た
機
械
室

を
書
庫
へ
転
用
す
る
。
ま
た

授
乳
室
を
新
設
し
、
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備
す
る
。
カ

フ
ェ
等
は
ス
ペ
ー
ス
の
問
題

で
設
け
な
い
が
、
自
動
販
売

機
や
机
、
椅
子
を
配
置
す
る
。

伺
う
。

答　
導
入
に
よ
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
実
施
で
き
な
か
っ

た
職
員
研
修
等
が
実
施
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
会
場

等
の
事
前
準
備
が
必
要
な
く

な
る
こ
と
で
業
務
の
負
担
が

軽
減
し
、
い
つ
で
も
視
聴
で

き
る
た
め
受
講
者
の
負
担
軽

減
も
図
れ
る
。
ま
た
、
年
度

ご
と
に
分
け
て
実
施
し
て
い

た
研
修
を
全
職
員
や
対
象
者

全
員
に
受
講
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
、
既
存
研
修
業
務
の
強

化
が
で
き
る
と
考
え
る
。

問　
こ
れ
ら
の
調
査
の
結
果

が
ど
の
よ
う
に
市
の
施
策
に

生
か
さ
れ
る
の
か
を
伺
う
。

答　
具
体
的
な
活
用
例
と
し

て
、
福
生
市
総
合
計
画
第
５

高
齢
者
見
守
り
相
談
事
業

委
託
に
つ
い
て

福
生
第
一
小
学
校
学
童

ク
ラ
ブ
の
設
置
に
つ
い
て

中
央
図
書
館
改
良
事
業

に
つ
い
て

子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

東
福
生
駅
自
由
通
路

整
備
事
業
に
つ
い
て

住
宅
・
土
地
統
計
調
査

に
つ
い
て

外
来
生
物
防
除
委
託

に
つ
い
て

地
図
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

改
良
委
託
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
予
算
の

特
徴
点
に
つ
い
て

研
修
等
管
理
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
つ
い
て

令和４年度　各会計別予算規模（人口 R4.1.1現在 56,274人）

会 計 区 分 令和４年度予算 前年比（％）市民1人当たりの額

一 般 会 計 261億8000万円 5.5 46万5224円
特
別
会
計

国民健康保険特別会計 66億2647万円 1.0 11万7754円

介 護 保 険 特 別 会 計 48億9760万2千円 3.5 8万7031円

後期高齢者医療特別会計 13億9273万5千円 6.4 2万4749円

総 合 計 390億9680万7千円 4.5 69万4758円

下水道事業会計

収　入 支　出

収 益 的 収 支 16億4830万8千円 14億2296万6千円

資 本 的 収 支 7億8406万5千円 13億4637万9千円

▲令和４年度一般会計予算を起立多数で可決

令和 4 年度　一般会計予算の款別内訳 （）内の数字は合計に占める割合

令和 4年度 令和 3年度歳　入 歳　出

分担金及び負担金
繰越金
地方譲与税
株式等譲渡所得割交付金
配当割交付金
地方特例交付金
環境性能割交付金
財産収入
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
寄附金
自動車取得税交付金

国有提供施設等
所在市町村
助成交付金等

予備費
農林水産業費

歳入合計　261 億 8,000 万円 歳出合計　261 億 8,000 万円

市　　　税
国庫支出金
都 支 出 金
地方交付税
基地交付金
地方消費税交付金
繰　入　金
市　　　債
使用料及び手数料
諸　収　入
法人事業税交付金
そ　の　他

民　生　費

教　育　費

衛　生　費

総　務　費

土　木　費

消　防　費

公　債　費

諸 支 出 金

議　会　費

商　工　費

そ　の　他

78億7,389万円（30.1％）

60億9,886万円（23.3％）

38億1,490万円（14.6％）

27億422万円（10.3％）

17億1,459万円（6.5％）

3億9,736万円（1.5％）

11億7,100万円（4.5％）

7億8,574万円（3.0％）

1億2,690万円（0.5％）

2億8,891万円（1.1％）

5億3,963万円（2.1％）

6億6,400万円（2.5％）

125億8,184万円（48.1％）

35億6,382万円（13.6％）

24億4,800万円（9.4％）

30億2,698万円（11.6％）

9億9,159万円（3.8％）

7億2,726万円（2.8％）

17億163万円（6.5％）

2億1,909万円（0.8％）

2億7,425万円（1.0％）

5億975万円（1.9％）

1億3,579万円（0.5％）

〜〜 〜〜
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に
お
い
て
も
令
和
２
年
度
・

３
年
度
と
同
様
の
保
険
料
軽

減
措
置
を
実
施
し
、
そ
れ
に

係
る
経
費
に
つ
い
て
も
関
係

区
市
町
村
が
負
担
す
る
こ
と

と
す
る
も
の
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
10
号
）

　
国
が
主
導
し
て
実
施
す
る

保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
等
の

処
遇
改
善
な
ど
を
実
施
す
る

に
当
た
り
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
に
９
１
２
万
１
千
円

を
追
加
し
、
２
９
９
億
１
７

３
０
万
１
千
円
と
す
る
も
の
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
11
号
）

　
普
通
交
付
税
及
び
特
定
防

衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付

金
の
増
額
、
財
政
調
整
基
金

繰
入
金
及
び
臨
時
財
政
対
策

債
の
減
額
な
ど
を
実
施
す
る

た
め
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
１
億
３
５
６
０
万
４
千

円
を
追
加
し
、３
０
０
億
５
２

９
０
万
５
千
円
と
す
る
も
の
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

　
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
の
令
和
２
年
度
の

決
算
が
認
定
さ
れ
、
負
担
金

の
精
算
額
及
び
繰
越
金
が
確

定
し
た
。
ま
た
、
補
正
予
算

が
承
認
さ
れ
、
区
市
町
村
に

補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
広

域
連
合
よ
り
令
和
３
年
度
の

決
算
見
込
み
に
よ
る
負
担
金

額
の
変
更
が
示
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
か
ら
１
９
１
万
５
千
円
を

減
額
し
、
13
億
６
７
９
万
５

千
円
と
す
る
も
の
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
12
号)

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
の
追
加
や
生
活
保
護
費

の
増
額
、
事
業
費
の
翌
年
度

へ
の
繰
越
し
な
ど
を
実
施
す

る
た
め
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
５
４
８
８
万
７
千
円

を
追
加
し
、
３
０
１
億
７
７

９
万
２
千
円
と
す
る
も
の
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
１
号)

　
妊
婦
へ
の
臨
時
特
別
支
援

事
業
や
図
書
館
へ
の
自
動
貸

出
機
の
設
置
等
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
た
新
規
事
業
な
ど
を
実
施

す
る
た
め
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
に
１
億
１
６
２
４
万

７
千
円
を
追
加
し
、
２
６
２

億
９
６
２
４
万
７
千
円
と
す

る
も
の
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
48
億
９
７
６
０
万
２
千

円
と
す
る
も
の
。
65
歳
以
上

の
第
１
号
被
保
険
者
の
増
加

に
伴
う
増
額
と
、
低
所
得
者

の
保
険
料
軽
減
強
化
に
よ
る

減
額
の
相
殺
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
比
１
億
６
７
５
０
万

８
千
円
、
３
・
５
％
の
増
と

な
っ
て
い
る
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
13
億
９
２
７
３
万
５
千

円
と
す
る
も
の
。
保
険
料
率

の
改
定
及
び
被
保
険
者
の
増

や
２
年
に
一
度
の
被
保
険
者

証
の
一
斉
更
新
に
係
る
経
費

増
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比

８
４
０
２
万
５
千
円
、
６
・

４
％
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
予
算

　
収
益
的
収
支
の
収
入
を
16

億
４
８
３
０
万
８
千
円
、
支

出
を
14
億
２
２
９
６
万
６
千

円
、
資
本
的
収
支
の
収
入
を

７
億
８
４
０
６
万
５
千
円
、

支
出
を
13
億
４
６
３
７
万
９

千
円
と
す
る
も
の
。

●
日
光
橋
公
園
外
１
公
園
改

修
工
事
請
負
契
約
の
変
更

に
つ
い
て

　
同
工
事
の
請
負
契
約
が
国

に
よ
る
国
道
16
号
線
武
蔵
野

橋
架
け
替
え
工
事
に
伴
う
玉

川
上
水
仮
橋
撤
去
の
遅
れ
に

よ
り
年
度
内
の
竣
工
が
見
込

め
な
く
な
っ
た
た
め
、
工
期

を
変
更
す
る
も
の
。

●
専
決
処
分
事
項
の
指
定
に

つ
い
て
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　
市
長
が
専
決
処
分
で
き
る

事
項
を
追
加
す
る
こ
と
に
よ

り
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更

に
お
い
て
、
受
注
業
者
と
の

迅
速
な
変
更
契
約
を
可
能
に

し
よ
う
と
す
る
も
の
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
一
般

会
計
予
算

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
伴
う
市
税
等

の
減
収
が
引
き
続
き
見
込
ま

れ
、
新
規
・
改
善
事
業
の
精

査
に
加
え
既
存
事
業
の
見
直

し
や
経
常
経
費
の
削
減
に
取

り
組
む
一
方
で
、
大
規
模
建

設
事
業
や
施
設
保
全
・
改
修

計
画
に
基
づ
く
公
共
施
設
の

適
正
管
理
な
ど
の
財
政
需
要

を
盛
り
込
み
、
歳
入
歳
出
の

総
額
を
２
６
１
億
８
千
万
円

と
す
る
も
の
。
前
年
度
比
13

億
７
千
万
円
、
５
・
５
％
の

大
幅
増
で
過
去
最
大
と
な
る
。

富
士
見
通
り
線
整
備
事
業
や

市
街
地
再
開
発
事
業
補
助
金

の
減
な
ど
は
あ
る
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業
の
増
や
認
定
こ
ど

も
園
建
設
費
補
助
金
の
皆
増
、

中
央
図
書
館
改
良
事
業
の
増

な
ど
が
あ
り
、
感
染
症
の
影

響
に
伴
う
減
収
を
補
う
た
め
、

国
や
東
京
都
の
補
助
金
な
ど

特
定
財
源
を
可
能
な
限
り
活

用
、
一
般
財
源
の
持
ち
出
し

を
極
力
抑
え
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う

編
成
し
た
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
66
億
２
６
４
７
万
円
と

す
る
も
の
。保
険
税
率
等
の
改

定
を
見
込
ん
だ
こ
と
及
び
令

和
３
年
度
に
お
い
て
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
所
得
の
減
少
を
見

込
ん
だ
反
動
な
ど
に
よ
り
、前

年
度
比
６
２
９
４
万
４
千
円
、

１・
０
％
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

●
福
生
市
個
人
情
報
保
護
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を

図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
が
公
布
さ

れ
、
独
立
行
政
法
人
等
の
保

有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
法
律
を
廃
止
し
、
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
に
統
合
す
る
改
正
が
行
わ

れ
た
こ
と
か
ら
規
定
を
整
理

す
る
も
の
。

●
福
生
市
一
般
職
員
の
服
務

の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関

す
る
規
定
を
改
め
る
も
の
。

●
福
生
市
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

不
妊
治
療
に
係
る
通
院
等

に
関
す
る
特
別
休
暇
を
追
加

す
る
ほ
か
、会
計
年
度
任
用
職

員
に
適
用
す
る
特
別
休
暇
に

関
す
る
規
定
を
見
直
す
も
の
。

●
福
生
市
の
一
般
職
の
職
員

の
給
与
の
臨
時
特
例
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
平
成
28
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
管
理
職
職
員
の
給
料

の
減
額
を
令
和
４
年
度
も
継

続
し
て
実
施
す
る
も
の
。

●
福
生
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
福
生
市
に
お
け
る
国
民
健

康
保
険
の
法
定
外
一
般
会
計

繰
入
金
の
計
画
的
、
段
階
的

な
解
消
、
削
減
へ
向
け
た
対

応
を
図
る
た
め
、
国
民
健
康

保
険
税
の
税
率
等
を
改
定
す

る
ほ
か
、
地
方
税
法
の
改
正

に
伴
い
未
就
学
児
が
い
る
世

帯
に
お
け
る
被
保
険
者
均
等

割
額
の
減
額
に
関
す
る
規
定

の
追
加
を
す
る
も
の
。

●
福
生
市
営
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
木
造
市
営
住
宅
の
取
り
壊

し
に
伴
い
、
戸
数
を
変
更
す

る
も
の
。

●
福
生
市
消
防
団
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

消
防
団
員
が
火
災
、そ
の

他
災
害
や
訓
練
等
の
職
務
の

た
め
服
務
し
た
場
合
の
報
酬

に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、休
団
に
関
す
る
規

定
を
追
加
す
る
も
の
。

●
福
生
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
緊
急
対
策
特

別
交
付
金
基
金
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

　
東
京
都
市
町
村
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
対

策
特
別
交
付
金
を
原
資
と
す

る
本
基
金
は
、
令
和
２
年

度
・
３
年
度
に
お
い
て
そ
の

全
額
を
感
染
症
対
策
事
業
に

充
当
し
、
活
用
可
能
期
間
も

終
了
し
所
期
の
目
的
を
達
成

し
た
こ
と
か
ら
、
条
例
を
廃

止
す
る
も
の
。

●
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
規
約
の
一
部
を

変
更
す
る
規
約
に
つ
い
て

　
２
年
ご
と
の
保
険
料
の
見

直
し
に
際
し
て
、
令
和
４
年

度
・
５
年
度
の
保
険
料
算
定

可
決
等
さ
れ
た
案
件

可
決
等
さ
れ
た
案
件（
要
旨
）

（
要
旨
）

多摩ケーブルネットワークによる本会
議の生中継を放映します。放映日時、
放映チャンネルは、広報ふっさ及び多
摩ケーブルチャンネルガイドでお知ら
せしますのでぜひご覧ください。

ケーブルテレビによるケーブルテレビによる
議会中継議会中継

「声の市議会だより」をお届けしています「声の市議会だより」をお届けしています
　音訳ボランティア「福生いとでんわ」により、市議会だよりの音訳をデ
イジー方式のＣＤにして、視覚障害者(１・２級)の方にお届けしています。
　ご家族やお知り合いで、ご希望の方がいらっしゃいましたら、ご連絡く
ださい。

　専用の再生機が必要となりますが、利用対象者は日常生活用具として
給付を受けられます。（利用者一割負担）

議会事務局☎042-551-1523

令和４年第２回定例会（予定）

◎�議場には、補聴器をお使いの方のために、補聴器に直接
音声を送るヒアリングループを導入しています。

◆本　会　議　 午前10時開会 
６月７日㈫～ 10日㈮・24日㈮

◆常任委員会　午前10時開会　６月14日㈫～ 16日㈭

次回定例会のお知らせ

ご利用ください　福生市議会インターネット中継
パソコンのほか、スマートフォン、タブレット端末でも、パソコンのほか、スマートフォン、タブレット端末でも、
市議会のインターネット中継を視聴できます。市議会のインターネット中継を視聴できます。
「傍聴に行けない」「外出先から議会中継を見たい」とい「傍聴に行けない」「外出先から議会中継を見たい」とい
う方も、いつでもご利用いただけます。う方も、いつでもご利用いただけます。
◆配信内容　 本会議のライブ映像と録画映像◆配信内容　 本会議のライブ映像と録画映像
◆利用方法　 福生市公式ホームページ→ ◆利用方法　 福生市公式ホームページ→ 

「福生市議会」よりアクセス「福生市議会」よりアクセス
福生市議会
イン タ ー
ネット中継
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金
の
状
況
は
。

答　
令
和
４
年
度
は
、
前
年

度
比
１
千
万
円
、
５
億
７
５

０
０
万
円
で
、
１
・
７
％
の

減
と
な
る
。

問　
国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
軽
減
世
帯
の
割
合
は
。

答　
７
割
軽
減
世
帯
が
29
・

４
％
、
５
割
軽
減
世
帯
が

10
・
８
％
、
２
割
軽
減
世
帯

が
９
・
５
％
で
、
合
計
で

49
・
７
％
と
見
込
ま
れ
る
。

問　
市
税
等
収
納
代
行
業
務

の
改
善
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利

用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

及
び
電
子
マ
ネ
ー
決
済
を
令

和
４
年
度
の
途
中
か
ら
導
入

し
、
自
宅
で
納
税
で
き
る
よ

う
改
善
を
行
う
こ
と
で
、
納

税
者
の
利
便
性
向
上
を
図
る
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算

問　
介
護
予
防
生
活
支
援
サ

ー
ビ
ス
事
業
の
通
所
型
サ
ー

ビ
ス
Ｃ
事
業
と
は
。

答　
介
護
予
防
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
該
当
者
及
び
要
支
援
１
・

２
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
週

に
１
回
、
３
か
月
通
所
サ
ー

ビ
ス
に
通
い
、
リ
ハ
ビ
リ
専

門
職
が
利
用
者
の
目
標
や
取

り
組
み
を
確
認
し
な
が
ら
、

心
身
機
能
の
維
持
改
善
に
よ

り
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る

よ
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
。

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
事
業
の
委
託
の
内
訳
と
人

員
体
制
は
。

答　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
熊
川
が
２
７
３
５
万
９
千

円
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
加
美
と
武
蔵
野
が
そ
れ
ぞ

険
の
１
人
当
た
り
の
医
療
費

が
増
加
傾
向
で
あ
る
一
方
、

低
所
得
者
の
割
合
が
高
い
と

い
う
課
題
を
抱
え
、
多
額
の

法
定
外
繰
り
入
れ
に
よ
り
財

政
運
営
を
維
持
し
て
い
る
た

め
、
法
定
外
繰
り
入
れ
の
段

階
的
な
解
消
、
削
減
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

被
保
険
者
の
保
険
税
負
担
が

急
激
な
増
加
と
な
ら
な
い
よ

う
に
配
慮
し
た
税
率
改
定
と

な
っ
た
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
11
号
）

(

市
民
厚
生
委
員
会
所
管
分)

問　
住
民
基
本
台
帳
事
務
の

シ
ス
テ
ム
改
良
委
託
料
に
つ

い
て
の
詳
細
は
。

答　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
所
有
し
て
い
る
方
が
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
で
転
出
届
と
転
入
予
約
を

行
う
と
、
転
出
地
の
自
治
体

は
、
転
出
証
明
書
情
報
を
転

入
地
へ
送
付
し
、
転
入
地
の

自
治
体
は
転
入
手
続
の
事
前

準
備
を
行
う
。
予
約
日
に
転

入
地
の
窓
口
に
来
庁
し
転
入

手
続
を
行
う
こ
と
で
、
行
政

事
務
の
効
率
化
や
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
を
図
れ
る
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

問　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

区
市
町
村
支
援
事
業
補
助
金

の
住
所
地
特
例
の
施
設
偏
在

分
交
付
額
は
。

答　
交
付
額
は
約
５
１
６
万

円
と
な
る
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

問　
そ
の
他
一
般
会
計
繰
入

に
分
け
て
、
修
繕
の
優
先
度

が
高
い
地
区
か
ら
順
次
、
業

務
を
開
始
し
て
い
る
。
優
先

順
位
１
の
地
区
で
は
、
令
和

元
年
度
に
管
渠
の
点
検
を
実

施
、
２
年
度
に
そ
の
点
検
結

果
を
受
け
て
詳
細
な
調
査
を

行
い
、
３
年
度
に
は
調
査
結

果
に
基
づ
い
た
修
繕
改
築
計

画
を
策
定
し
た
。
令
和
４
年

度
は
、
工
事
に
向
け
た
実
施

設
計
業
務
を
行
う
。

　
２
月
18
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
現
地
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　
３
月
16
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
６
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

●
福
生
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例問　
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
で
の
協
議
内
容
は
。

答　
福
生
市
の
国
民
健
康
保

　
３
月
15
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
２
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

●
福
生
市
営
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

問　
２
棟
分
の
除
却
に
よ
る

改
正
と
の
こ
と
だ
が
、
除
却

後
に
木
造
の
市
営
住
宅
は
何

棟
残
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

移
転
し
て
も
ら
う
た
め
の
取

り
組
み
を
伺
う
。

答　
木
造
市
営
住
宅
は
３
か

所
で
10
戸
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
の
入
居
者
は
高
齢
者
世

帯
が
多
く
、
無
理
な
移
転
勧

奨
は
せ
ず
、
状
況
を
見
て
交

渉
を
行
っ
て
い
る
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
予
算

問　
管
渠
改
良
工
事
費
の
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

に
つ
い
て
伺
う
。

答　
市
内
を
７
つ
の
エ
リ
ア

れ
２
５
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
る
。
人
員
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
熊
川
が
専
門

職
４
名
、
加
美
と
武
蔵
野
は

専
門
職
３
名
を
含
む
４
名
以

上
と
し
て
い
る
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

問　
健
康
増
進
事
業
の
温
泉

施
設
利
用
者
数
の
目
標
値
は
。

答　
令
和
４
年
度
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

ワ
ク
チ
ン
等
の
普
及
や
団
塊

世
代
の
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
加
入
者
の
増
加
を
考
慮
し
、

１
８
８
５
人
と
設
定
し
た
。

　
３
月
17
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
８
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

及
び
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
陳
情
５
件
は
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

●
福
生
市
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

問　
今
回
の
条
例
改
正
の
背

景
、
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
国
・
民
間
・
地
方
公
共

団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
個
人
情

報
の
取
り
扱
い
を
規
定
し
て

い
た
が
、
改
正
後
は
個
人
情

報
の
定
義
等
が
一
元
化
さ
れ

統
一
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市

の
条
例
に
お
い
て
法
律
を
引

用
し
て
い
る
部
分
に
つ
い
て

改
正
を
行
う
。

●
福
生
市
一
般
職
員
の
服
務

の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

問　
宣
誓
書
の
内
容
と
職
員

へ
の
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
日
本
国
憲
法
を
尊
重
し

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

各
常
任
委
員
会
か
ら
報
告
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
主
な
審
査
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た

建
設
環
境
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

▲�新築移転したウィステリア福生を現地視察

▲除却した市営住宅の跡地

議 案 番 号 議　案　名 正和会 公明党 日本共産党 ネット 立憲民主党 議決結果

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会

市　長　提　出　議　案
議案第１号 福生市個人情報保護条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第２号 福生市一般職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例　　 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第３号 福生市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例　　 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第４号 福生市の一般職の職員の給与の臨時特例に関する条例の一部を改正する条例　　 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第５号 福生市国民健康保険税条例の一部を改正する条例　　 ○○ ○○ × ○○ ○○ 可決
議案第６号 福生市営住宅条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第７号 福生市消防団に関する条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第８号 福生市新型コロナウイルス感染症緊急対策特別交付金基金条例を廃止する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第９号 東京都後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約について ○○※ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第10号 令和３年度福生市一般会計補正予算（第10号） ○○※ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第11号 令和３年度福生市一般会計補正予算（第11号） ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第12号 令和３年度福生市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第13号 令和４年度福生市一般会計予算 ○○ ○○ × ○○ ○○ 可決
議案第14号 令和４年度福生市国民健康保険特別会計予算 ○○ ○○ × ○○ ○○ 可決
議案第15号 令和４年度福生市介護保険特別会計予算 ○○ ○○ × ○○ ○○ 可決
議案第16号 令和４年度福生市後期高齢者医療特別会計予算 ○○ ○○ × ○○ ○○ 可決
議案第17号 令和４年度福生市下水道事業会計予算 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第18号 日光橋公園外１公園改修工事請負契約の変更について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 同意
議案第19号 令和３年度福生市一般会計補正予算（第12号） ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第20号 令和４年度福生市一般会計補正予算（第１号） ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
委　員　会　提　出　議　案

委員会提出議案第１号 ロシア連邦によるウクライナ侵攻に対して抗議する決議 ○○※ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
委員会提出議案第２号 専決処分事項の指定についての一部改正について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案の審議結果 （〇賛成　×反対） ネット：生活者ネットワーク
録画映像をご覧いただけます

※1名欠席

総
務
文
教
委
員
会



（8）令和4年4月25日　　福生市議会だより　　No.228

編

集

後

記

今
定
例
会
で
は
、
ロ
シ
ア

連
邦
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
対
し
て
抗
議
す
る
決
議

を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
の
自

由
、
生
命
、
財
産
を
奪
う
、

国
際
社
会
で
は
断
じ
て
許
さ

れ
な
い
行
為
で
す
。

福
生
市
議
会
は
、
世
界
の

恒
久
平
和
に
向
け
、
ロ
シ
ア

軍
の
即
時
撤
退
及
び
国
際
法

に
基
づ
く
誠
意
あ
る
対
応
を

強
く
求
め
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
ｉ
Ｐ
ａ

ｄ
の
導
入
に
よ
る
議
会
が
本

格
実
施
と
な
り
、
本
会
議
・

常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会

が
デ
ー
タ
化
さ
れ
た
資
料
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
令
和
４
年
度

一
般
会
計
予
算
審
査
特
別
委

員
会
は
多
く
の
デ
ー
タ
を
用

い
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
の
予
算
は
、

２
６
１
億
８
千
万
円
と
過
去

最
高
の
予
算
額
で
し
た
。
議

員
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視

点
か
ら
質
疑
を
行
う
わ
け
で

す
が
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
内
の
デ
ー

タ
を
２
画
面
表
示
し
、
し
お

り
機
能
等
を
使
い
画
面
を
切

り
替
え
る
な
ど
、
効
率
よ
く

丁
寧
な
審
査
が
行
え
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、
効
果
等
を
検
証

し
、
よ
り
効
率
的
な
議
会
運

営
に
つ
な
げ
ま
す
。

不
易
流
行
、
民
主
主
義
の

礎
と
し
て
の
矜
持
と
、
時
代

に
即
し
た
柔
軟
性
を
議
員一丸

と
な
り
練
磨
し
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
３
年
７
月
の
防
衛
省

に
対
す
る
要
請
行
動
で
、
採

択
を
強
く
要
望
し
て
い
た
事

業
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
度

に
実
施
予
定
の
す
べ
て
の
事

業
が
採
択
さ
れ
る
見
込
み
と

な
っ
た
。

４　
令
和
４
年
度
基
地
関
係

国
予
算
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
度
の
政
府
予
算

案
に
お
け
る
防
衛
省
所
管
の

基
地
周
辺
対
策
経
費
と
、
総

務
省
所
管
の
基
地
交
付
金
等

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

５　
横
田
基
地
に
関
す
る
情

報
等
に
つ
い
て

①
12
月
28
日
及
び
１
月
７
日

に
、
横
田
基
地
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
防
止
に

つ
い
て
、
都
と
周
辺
市
町

連
絡
協
議
会
か
ら
国
及
び

米
軍
に
要
請
し
た
。

②
３
月
16
日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
自
衛
隊
の
装
備
品
等

の
輸
送
の
た
め
、
横
田
基

地
か
ら
米
軍
機
１
機
が
離

陸
し
た
。

■
２
月
３
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
４
件
の
議
題
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。

１　
福
生
市
に
お
け
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て

　
福
生
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
本
部
会
議
は
、

令
和
３
年
12
月
10
日
か
ら
令

和
４
年
２
月
２
日
ま
で
の
間

に
15
回
開
催
さ
れ
、
総
計
で

１
９
９
回
と
な
っ
た
と
の
報

告
が
あ
っ
た
。　
　

２　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
つ
い

て
　
令
和
４
年
１
月
30
日
時
点

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
、
１
月
19
日
か
ら
高

齢
者
の
追
加
接
種
を
前
倒
し

し
て
開
始
。
ま
た
、
２
月
下

旬
に
小
児
接
種
券
を
発
送
予

定
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

３　
社
会
活
動
等
に
つ
い
て

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
で
は
、

新
た
に
施
設
消
毒
実
施
確
認

体
制
を
整
備
し
、
学
校
体
育

施
設
を
で
き
る
だ
け
多
く
の

人
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
し

た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
図
書
館
で
は
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
動
画
の
公
開
、
感

染
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
お

は
な
し
会
を
開
催
し
た
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。

４　
市
議
会
感
染
症
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て

　
議
員
が
感
染
症
に
感
染
し

た
場
合
等
の
対
応
に
つ
い
て

協
議
し
た
。

■
３
月
22
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
４
件
の
議
題
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た

１　
福
生
市
に
お
け
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て

　
福
生
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
本
部
会
議
は
、

令
和
４
年
２
月
３
日
か
ら
令

和
４
年
３
月
18
日
ま
で
の
間

に
30
回
開
催
さ
れ
、
総
計
で

２
２
９
回
と
な
っ
た
と
の
報

か
つ
擁
護
す
る
義
務
が
あ
る

等
、
誠
実
か
つ
公
正
に
職
務

を
執
行
す
る
こ
と
を
誓
う
内

容
で
あ
る
。
職
員
に
は
宣
言

を
通
し
、
公
務
員
と
し
て
の

倫
理
的
な
自
覚
を
促
す
。

●
福
生
市
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

問　
不
妊
治
療
の
た
め
の
休

暇
が
新
設
さ
れ
る
が
、
休
暇

の
申
請
書
類
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
職
員
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

が
害
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
診
察
券
や
領
収
書
の
よ
う

な
書
類
の
提
示
で
も
休
暇
を

取
得
可
能
と
す
る
。

●
福
生
市
の
一
般
職
の
職
員

の
給
与
の
臨
時
特
例
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

問　
平
成
28
年
度
か
ら
管
理

職
職
員
の
給
料
減
額
措
置
を

続
け
て
い
る
が
、
今
回
の
措

置
で
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は

ど
う
変
化
す
る
の
か
伺
う
。

答　
現
段
階
で
算
定
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
臨

時
特
例
措
置
で
１
ポ
イ
ン
ト

か
ら
１
・
２
ポ
イ
ン
ト
程
度

の
抑
制
効
果
が
あ
る
と
見
込

ん
で
い
る
。

●
福
生
市
消
防
団
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例問　
消
防
団
員
へ
の
出
動
の

手
当
が
費
用
弁
償
か
ら
報
酬

と
な
っ
た
背
景
と
予
算
へ
の

影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
令
和
３
年
に
消
防
庁
長

官
か
ら
、
消
防
団
員
の
処
遇

改
善
を
目
的
に
１
日
８
千
円

を
標
準
と
し
て
報
酬
で
支
払

う
よ
う
通
知
さ
れ
た
。
市
も

こ
れ
に
な
ら
い
、
団
員
で
１

日
最
大
８
千
円
と
い
う
額
を

設
定
、
階
級
に
応
じ
た
報
酬

と
す
る
。
予
算
額
は
令
和
３

年
度
の
出
動
に
係
る
費
用
弁

償
２
２
９
３
万
７
千
円
か
ら

令
和
４
年
度
で
は
出
動
報
酬

と
し
て
２
５
０
８
万
６
千
円

を
予
算
計
上
し
て
い
る
。

●
福
生
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
緊
急
対
策
特
別

交
付
金
基
金
条
例
を
廃
止
す

る
条
例

問　
今
回
基
金
に
積
み
立
て

て
い
た
特
別
交
付
金
の
よ
う

な
コ
ロ
ナ
関
連
対
策
の
補
助

金
の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い

て
伺
う
。

答　
今
回
の
特
別
交
付
金
の

よ
う
な
東
京
都
か
ら
の
交
付

金
は
現
在
示
さ
れ
て
い
な
い

が
、
国
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
が
新
た
に
交

付
さ
れ
る
。
本
市
へ
は
、
地

方
単
独
事
業
分
と
し
て
１
億

９
千
万
円
が
示
さ
れ
て
い
る
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
11
号
）

(

総
務
文
教
委
員
会
所
管
分)

問　
普
通
交
付
税
４
億
１
９

４
５
万
２
千
円
の
増
額
に
つ

い
て
伺
う
。

答　
国
に
お
け
る
地
方
交
付

税
の
財
源
で
あ
る
所
得
税
、

法
人
税
、
消
費
税
が
増
額
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
追
加
交

付
さ
れ
た
。

問　
歳
出
の
ふ
る
さ
と
人
づ

く
り
ま
ち
づ
く
り
基
金
に
つ

い
て
、
種
類
別
の
件
数
を
伺

う
。

答　
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
件

数
は
22
件
。
内
訳
は
子
育
て

支
援
寄
附
金
１
件
、
福
祉
・

保
健
・
医
療
寄
附
金
２
件
、

教
育
寄
附
金
３
件
、
産
業
・

地
域
振
興
・
環
境
保
全
寄
附

金
５
件
、
そ
の
他
ま
ち
づ
く

り
寄
附
金
11
件
と
な
っ
て
い

る
。

問　
歳
入
歳
出
補
正
額
合
計

の
ま
ち
づ
く
り
寄
附
金
７
４

９
万
２
千
円
に
つ
い
て
、
７

月
か
ら
12
月
の
寄
附
金
額
と

し
て
は
大
変
多
い
よ
う
思
う

が
、
昨
年
度
と
比
べ
て
ど
の

よ
う
な
変
化
が
あ
る
か
伺
う
。

答　
令
和
２
年
同
時
期
の
寄

附
に
つ
い
て
は
、
１
７
４
万

１
千
円
で
あ
る
が
、
高
額
な

寄
附
に
よ
り
増
額
と
な
っ
て

い
る
。

　
定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
、
市
民
か
ら
提
出
さ
れ

た
陳
情
の
取
り
扱
い
等
の
協

議
及
び
議
会
だ
よ
り
の
編
集

を
行
う
議
会
運
営
委
員
会
が
、

閉
会
中
も
含
め
７
回
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
月
23
日
の
委
員

会
に
お
い
て
、
陳
情
１
件
が

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

告
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
自
宅
療
養
者
支
援

事
業
の
支
援
状
況
の
報
告
が

あ
っ
た
。

２　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
つ
い

て
　
令
和
４
年
３
月
13
日
時
点

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
３
月
12
日
か
ら
小

児
接
種
を
保
健
セ
ン
タ
ー
で

開
始
し
た
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。

３　
社
会
活
動
等
に
つ
い
て

　

介
護
福
祉
課
で
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
フ
レ
イ
ル
を
予

防
す
る
た
め
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成

し
た
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
健
康
課
で
は
、
３
蜜
回
避

の
工
夫
を
し
、
予
防
接
種
、

健
診
、
相
談
事
業
等
を
行
っ

た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
子
ど
も
育
成
課
で
は
、
経

済
的
支
援
事
業
を
多
く
行
っ

た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
子
ど
も
家
庭
支
援
課
で
は

保
護
者
向
け
動
画
配
信
サ
ー

ビ
ス
の
公
開
を
行
っ
た
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。

４　
市
議
会
感
染
症
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て

　
議
員
が
感
染
症
に
感
染
し

た
場
合
等
の
議
会
運
営
に
つ

い
て
協
議
し
た
。

　
３
月
22
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
５
件
の
議
題
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。

１　
東
京
都
と
基
地
周
辺
５

市
１
町
に
よ
る
総
合
要
請
に

つ
い
て

　
令
和
３
年
12
月
に
、
横
田

基
地
に
関
す
る
東
京
都
と
周

辺
市
長
連
絡
協
議
会
が
、
国

及
び
米
軍
に
提
出
し
た「
令

和
３
年
度
横
田
基
地
対
策
に

関
す
る
要
望
書
」に
つ
い
て

報
告
が
あ
っ
た
。

２　
東
京
都
が
実
施
し
た
航

空
機
騒
音
調
査
結
果
に
つ
い

て
　
東
京
都
環
境
局
が
毎
年
度

実
施
し
て
い
る
横
田
基
地
や

羽
田
空
港
等
の
周
辺
の
航
空

機
騒
音
の
調
査
に
つ
い
て
、

令
和
２
年
度
の
調
査
結
果
が

都
か
ら
公
表
さ
れ
た
。
市
内

で
は
、
第
二
中
学
校
と
第
五

小
学
校
で
調
査
さ
れ
て
い
る

が
、
と
も
に
、
環
境
基
準
に

適
合
し
て
い
た
。

３　
令
和
４
年
度
防
衛
補
助

事
業
等
の
実
施
予
定
に
つ
い

て

議
会
運
営
委
員
会

▲�子ども家庭支援センターが作成し
た動画のタイトル画面

▲�防衛補助事業で整備したせせ
らぎ遊歩道公園

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

横
田
基
地
対
策

�

特
別
委
員
会

▲�福生市消防団の訓練の様子

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
特
別
委
員
会


